
芸短フェスタ2013イベント
「動物の命を考える」シンポジウム
人間の社会生活や経済活動は、動物とさまざまな関わりをもっています。
例えば、ペットブームの到来が言われるようになって久しいですが、高齢化の進展や独居生活者の増加に伴って、家族としてペットが果たす役割はますます重要になっています。その中で、ペット関連産業が発達する一方、家族から外れたペットのその後が未解決の問題として残されています。また、一方では、山での食物の減少による動物の移動や、人の手で持ち込まれた動物の野生化が、人間の営みや自然環境との間で新たな摩擦を生んでいます。
本シンポジウムは、大分県出身で北海道在住の獣医師、竹田津実氏（「子ぎつねヘレンがのこしたもの」の著者、同書は2006年に映画化）や、殺処分ゼロ運動で有名な熊本市動物愛護センターの村上睦子所長、環境学専門でアライグマ駆除作業調査に従事している日本文理大学杉浦嘉雄教授らを招き、人間の視点から動物の命をどのように考えればよいのか議論し、今後我々が動物に接する上での指針を導き出そうというものです。
聴衆としては、子供を含む幅広い層を期待しています。大分県は自然に恵まれるとともに、うみたまご、高崎山自然動物園、サファリパークなどの施設が存在し、動物と接触する機会が多い土地です。こうしたテーマのシンポジウムを開催する上で適した場所と考えます。
日時： 10月26日土曜日14時から16時。
場所： 大分県立芸術文化短期大学人文棟大講義室
〒870-0833　大分県大分市上野丘東１－１１　（TEL）０９７－５４５－０５４２（代表）
（JR大分駅から徒歩15分。構内に駐車スペース有り）
パネリスト：
竹田津実　獣医師
村上睦子　熊本市動物愛護センター所長
杉浦嘉雄　日本文理大学工学部教授
藤田文 　大分県立芸術文化短期大学情報コミュニケーション学科教授
モデレータ： 植村修一　大分県立芸術文化短期大学国際総合学科教授
入場料：無料（事前申し込み不要）
後援：環境省九州地方環境事務所、大分県、大分県教育委員会、公益社団法人大分県獣医師会、大分市、大分市教育委員会、大分合同新聞社、朝日新聞社、NHK大分放送局、OBS大分放送、TOSテレビ大分、OAB大分朝日放送、（株）大分銀行、（株）マリーンパレス、一般市社団法人大分学研究会
	担当　国際総合学科教授　植村修一
TEL：０９７－５３５－７０４３
FAX：０９７－５４５－８８９５
E-mail：uemura@oita-pjc.ac.jp



